
【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度の公表センターページで閲覧してください。
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〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇

〇

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく
過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

3. たまにある 3. たまに

1. ほぼ全ての家族と

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

基本情報リンク先URL
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_022_kih

on=true&JigyosyoCd=0175700319-00&ServiceCd=320

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

評価機関名 特定非営利活動法人　福祉サービス評価機構Ｋネット

所在地 札幌市中央区南６条西１１丁目1284番地4　高砂サニーハイツ401

訪問調査日 令和2年10月14日

グループホーム　まごころ ２号館

所在地 岩見沢市栗沢町最上293番地1

自己評価作成日 令和2年9月1日 評価結果市町村受理日 令和2年11月4日

　（別紙４-１） NPO法人　福祉サービス評価機構Kネット

自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 0175700319 　勤務している職員の80％は5年以上勤務し、その半数は10年以上勤務し、離職率が少なく、ベ
テラン職員が多く在籍しています。その経験を生かし、ご利用者やそのご家族の希望に沿ったケ
アの提供、より良いケアの提供を心掛け、ご利用者の小さな変化にも柔軟に対応できるよう、月
１回のスタッフ会議や、毎日の申し送り内で職員間の情報の共有と、ケアの見直しを図り、ご利
用者のその日、その時に合った柔軟な対応で支援させて頂いています。また職員は常に笑顔で
明るく、なじみの関係作りを心掛けています。
　またグループホームの裏庭には広い畑があり、自然豊かな環境に立地。地域住民の方のご指
導の元、野菜を作り、畑に触れ、自ら収穫するといった自然とのふれあいを大事に、ご利用者も
作物の成長や収穫をとても楽しみにされています。
　また、毎月ご家族様へ近況の写真付き手書きの近況報告書と、まごころ通信の送付と、ご家族
様へ、ご利用者の変化時のみならず、最近の様子を電話での連絡や、ご本人と直接お話して頂
く等、ご家族と密になれるような関係作りを目指しています。
基本理念の「ありのままにゆとりとやすらぎのある暮らし」の提供を心掛け、ご利用者個人がその
人らしく生活をして頂けるよう努めています。

法人名 空知パブリックメンテナンス株式会社

事業所名



NPO法人　福祉サービス評価機構 Kネット

次のステップに向けて期待したい内容

職員の目の届きやすい事務所や、居間へ理念を掲
示し、毎朝朝礼後に職員で復唱し、理念に沿ったケ
アが出来るよう努めている。また日々の生活に反映
されているが、都度話し合いを行っている。

今年は新型コロナウイルスの感染予防として地域行
事の中止が続いているが昨年までは地域の新年会
や会館掃除に参加していた。また当ホームの行事へ
の参加を呼びかけ以前は参加頂いていた。

今年は新型コロナウイルスの感染予防にて一部施
設見学や実習生の受け入れを制限しているが、以
前は運営推進会議や地域行事参加時に、当事業所
の利用者の状況や様子を伝え、意見交換に努めて
いる。

年６回開催し、今年は新型コロナウイルスの感染予
防で内部職員での実施になっているが、現在は書面
での報告を行っている。年２回、消防署立ち合いの
避難訓練にも参加頂いている。

新型コロナウイルス感染予防前は運営推進委員会
に出席して頂き、現在の取り組みを報告し、情報交
換やアドバイスを頂いていたが、現在は感染予防と
して電話や書面での対応をさせて頂いている。

身体拘束を行わない取り組みをスタッフ会議内や外
部研修に参加し理解を深めている。また内部にて３
か月毎に身体拘束廃止推進委員会を開催し、身体
拘束についての研修やあらゆる場面想定などを行っ
ている。

今年度は新型コロナウイルス感染予防として外部研
修参加はしていないが、以前までは研修会等へ参
加し、その後月１回のスタッフ会議内でさらに学びを
共有している。身体拘束や虐待はしないという方針
を徹底し、常に代替えの方法の模索をしています。



次のステップに向けて期待したい内容

現在研修は新型コロナウイルス感染予防の為中止
となっているが、以前までは研修会等へ参加しその
内容を施設に持ち帰り学びの共有を行っている。以
前、当グループホームにも成年後見制度を利用して
いる入居者様が入居されていました。

入居者様とご家族の立場になり、書面と口頭での説
明を実施し、疑問点や分からない事、不安な点に対
しては解決できるよう丁寧な説明を心掛けている。

毎月のお便り、電話等での情報の共有を行い、日々
の様子を報告。また来所された時には気兼ねなくお
話出来る関係性作りに心掛け、要望等を言いやすい
関係作りに留意し対応している。

月1回のスタッフ会議や、朝礼・夕礼時に意見を出し
合い、常にやってみようを心掛け、日々ケアに生かし
ている。また、いつでも意見が言える雰囲気作りに努
めています。

労働基準法に沿い、労働条件を整えており、勤務年
数や資格取得により昇給もある。また職員の疲労や
精神的なストレスに気を配り、繊細なことでも相談出
来るよう、日ごろのコミュニケーションや関りを心掛け
ている。

外部の研修に積極的に参加する機会を作り、その学
びを全職員に共有できるようスタッフ会議などで研修
内容を報告していたが、現在は新型コロナウイルス
感染予防にて研修への参加はしておらず、内部研
修に力を入れている。

社会福祉協議会主催の研修会や地域ケア会議に参
加しネットワークを深めている。また新型コロナウイ
ルス感染症対策等においての情報交換を電話等を
通じて近隣施設や事業所と定期的に行っている。



次のステップに向けて期待したい内容

事前面談では今までの生活状況や心身の状況のみ
ならず、本人の大事にしている事や長年の日課等へ
も把握し、施設入所後も安心して不安なく生活できる
ような関係作りに努めている。

今までのご本人とご家族との関係や関りを大事に
し、要望や不安に耳を傾け、どのような支援を望んで
いるのかを把握したうえで、信頼関係作りに努めて
いる。

入居希望の方には事前に、ご本人とご家族に見学
に来て頂き、本人の状況を把握し、希望や不安を把
握し、サービスに取り入れている。

喜びや悲しみ、不安、苦しみを共感し、ご本人らし
い、ありのままの暮らしや生き方の実現に向け、共
に支え合える関係作りに努めている。また人生の先
輩であり、お客様であることを念頭に置き支援をして
いる。

R2年２月末から新型コロナウイルスの感染予防とし
て面会の制限を行っているが、その間も電話やお便
りで現状を伝え、電話でご本人とお話頂く等、ご家族
との絆を大切にし、共に支えていけるよう努めてい
る。

R2年２月末から新型コロナウイルスの感染予防とし
て外出の制限をしており、外部との関わりは現在少
ない状態だが、病院受診や散歩等で顔見知りの方
に会うと会話がはずんでおり、馴染みの関係の継続
を心掛けている。

毎日の食事や水分の時間、体操の時間や、毎月の
施設行事などでは職員も同じテーブルで食事をした
り、ご利用者同士が円滑にコミュニケーションが図れ
るよう仲介に入ったり、職員が調整役に入る事を心
掛けている。



次のステップに向けて期待したい内容

転居された先へ遊びに行ったり、見かけた際は声を
かける等、退所後のご本人やご家族との関係性を大
切にし、ご家族様からの相談に関しても支援できる
体制作りをしている。

日々の関りの中で、その人らしい生き方や考え方を
把握し、困難な場合はご家族からの情報提供を得た
上で、スタッフ間で検討の場を設け、話し合いを行っ
ている。

ご本人やご家族に生活歴や生活の様子、ご本人の
こだわり等の細かな情報収集や、担当ケアマネや市
職員等からの情報収集も行い、ご本人らしく生活し
て頂けるよう情報収集に努めている。

ご本人の生活リズムを把握し、その上でご本人の強
みに重点を置き、ストレングス視点でのケアの提供
に努めている。

ご本人やご家族からの情報収集を行い、意向等をを
取り入れ、ご本人の強みに重点を置きいた介護計画
を目指し、スタッフとの話し合いの元、よりよい生活
の提供を目指して介護計画を作成している。

個別記録を日々記載し、体調不良のみならず、言動
や小さな変化など細かく記録し、情報の共有や、体
調不良等の早期発見に努め、介護計画への反映に
も繋がっている。

ご本人やご家族のその時々の状況に応じた、「今し
てほしいこと。」「今、したいこと。」を大事にし、柔軟
な対応を心掛けている。

ご利用者が安心して生活できるよう、市職員や民生
委員、町内会、近隣住民、消防、近隣の小中学校等
の協力を頂いている。新型コロナ感染症対策前はボ
ランティアの依頼も行っていた。

栗沢町内の病院・歯科と連携し、基本的には町内の
受診は職員受診対応している。町外受診について
は、ご家族様が対応困難時や、希望時には同行受
診をし適切な医療が受けられるよう支援しています。



次のステップに向けて期待したい内容

当事業所の看護師は週１回の勤務の為、１週間ごと
の状況の報告や、持ち上生活で気付いた事等を報
告・相談し助言を得ている。体調に変化があるご利
用者に関しては適時報告し助言を得ている。

入院時には看護添書にて情報を医療機関へ提供し
ている。また病院関係者と入院時の情報交換を行
い、退院の目途や、施設に戻ってからの生活の想定
ができやすいような関係作りを目指している。

入所時の段階で重度化や終末期に向けた方針につ
いてご本人やご家族へ伝え、状況に変化があった場
合においても、ご家族へ施設での対応可能な範囲を
説明しながら、職員間で指針の共有をしている。

緊急時・事故発生時のマニュアルを備え、月１回の
スタッフ会議時などで話し合い、実践力に繋げてい
る。

災害マニュアルを備え、年２回消防署の協力を得て
避難訓練の実施や避難経路の確保、消火器の使用
方法等の訓練を実施している。また非常食について
も常備し、胆振東部地震を踏まえた緊急時の体制を
整えている。

コミュニケーション技法を用いて、言葉使いや目線、
声のトーンに配慮し、一人ひとりの誇りやプライバ
シーを配慮できるよう内部研修などを通して職員間
で学びの場を設けている。

職員との馴染みの関係を作ることで希望を言いやす
い環境を作り、自己決定がしやすいような質問や状
況作りに配慮している。

１日の基本的な流れはあるものの、個別性を大事に
し、その日、その時々の希望に合わせた本人らしい
生活の支援を行っている。

ご本人の意向に沿って毎日の着替えを用意し、行事
の際はお化粧やお洒落をしている。



次のステップに向けて期待したい内容

ご利用者の能力に合わせて、職員と一緒に食事の
下準備や洗い物を行い、食事摂取時にも一緒に会
話をしながら家庭環境に近い雰囲気作りをしてい
る。また施設の畑で野菜の収穫や食べる喜びの共
有をしている。

持病や個々の状態に合わせた食事量や食事の形
態、水分量を設定し、個別性に特化して対応してい
る。また水分のなかなかすすまない方に対して、嗜
好品を取り入れた提供を行っている。

毎食後に口腔ケアを行い、ご利用者の状況に合わ
せて、声掛け・見守り・一部介助・介助を行い、清潔
な口腔内の状態の維持に努めている。毎食前の嚥
下体操を行い、誤嚥性肺炎予防に取り組んでいる。

ご利用者個々の排泄パターンを把握し、声掛けやト
イレ誘導を行うことで、全員がトイレでの排泄を行っ
ている。

毎日の排便確認を行い、便秘傾向のご利用者に対
しては、下剤に頼らないケアを目指し水分量の調整
や食物繊維を含む食品の提供や運動量を増やし便
秘予防に取り組んでいる。また適時主治医へ相談を
している。

週２回の入浴日は設定しているものの、その他、ご
本人の希望時や、入浴拒否がある方に対しては、ご
本人のタイミングに合わせた入浴支援を行ってい
る。現在、夏場の為、毎朝シャワー浴を行っている方
もいます。

ご利用者個々の状況に合わせ、居間のソファーや居
室のベッド等、体調やその時々の状況に合わせ対応
している。また寝具の清潔や、居室の温度等の環境
の整備にも配慮している。

薬の個別ファイルを作成し、処方箋を保管し、職員
がいつでも確認できる状態で、内服薬変更等あった
場合は、薬服用後、どのように状態が変わったの
か、都度スタッフ間での情報の共有を行っている。

個々の生活歴や嗜好品、得意分野の情報を生か
し、役割や余暇活動に取り組み、誕生会では誕生者
の希望や嗜好品の提供を行い楽しみの１つになるよ
う努めている。



次のステップに向けて期待したい内容

新型コロナウイルス感染症対策前は、施設行事とし
て月1回の外食や外出の機会を設けていたが、現在
は敷地内での散歩や、出前などを利用し、外出が制
限されている分の代替えとして、内部での楽しみに
重点を置いている。

金銭管理が可能なご利用者は、ご家族の同意の
元、少額程度を自己管理し、買い物の際に財布を持
参し自分で買い物をすることで、外部からの普段味
わう事の出来ない刺激を味わうことができ、楽しみの
１つとなっている。

公衆電話を設置し、自由に使用できる状態の他、寂
しさを訴えた際や、なかなかご家族に会えない状態
の場合には職員が取次などを行っている。

居間や廊下には職員とご利用者が共同で作成した
ものや、行事等の写真を掲示し、生活感や季節感を
取り入れている。また玄関フードにはベンチを設置
し、いつでも日光浴の出来る環境を整備している。ま
た施設内や居室内の臭いへの配慮にも取り組んで
いる。

施設内の各所に手すりを設置し、また導線の確保を
行い、安全に生活できるよう工夫している。また各居
室のドアにはネーム写真を掲示し、ご利用者の状況
や認知力に合わせた環境の整備に努めている。

居間や廊下には椅子やテーブルを設置し、居間では
仲の良いご利用者同士でくつろぎながら過ごせる空
間を作っている。廊下にもソファーを設置し、移動中
の休憩や、他者とのちょっとした会話の際に利用頂
いている。

居室には使い慣れた家具や、仏壇、ご家族との写真
等、ご自宅でのなじみのものの持参や、ご家族と離
れて暮らす寂しさの軽減に繋がればとご家族と相談
し、少しでも安心して、居心地の良い環境になるよう
な工夫をしている。


